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「友の会」の発足にあたって

坂井 健吉農環研友の会 会長

最近、最も憂うべきことの一つは、将来

の日本の食料問題である。言うまでもなく、

大多数の国民の食に関する最大の関心事は、

現在はもちろん未来永劫にわたって安全なも

のを安心して安定的に供給できることであ

る。これらを満たすことの可否は、ひとえに

日本の農業のあり方いかんにかかっている。

わが国の農業は、本来的に自然と調和した

形で発展し、安全な食料を安定的に供給して

きた。しかし近年になって、経済の高度成長

に伴って食生活が高度化・多様化し、従来型

の食生活が崩れ、国内農産物の需給バランス

も崩壊し、自給率が低下し、輸入農産物が急

増した。この結果、国内農産物価格の低下が

甚だしく、農業を離脱する農家が増え、日本

農業は危機を迎えている。

これを救うには、農業が持っている本来的

な環境保全機能と物質循環型産業としての環

境に調和した特質を、最大限に活用した生産

技術を開発する以外に道はないと考える。言

い換えれば、日本農業の将来は、環境保全型

農業の推進と持続可能な生産の維持発展にか

かっていると言えるが、これを具体化する技

術開発はひとえに農業環境技術研究の正否に

ある。

21世紀を迎えて人類が直面している最大の

課題は 「環境問題」と言われている。われ、

われの周辺は、地球温暖化、オゾン層破壊、

酸性雨、砂漠化、水質・土壌汚染、環境ホル

モンなど地球規模の課題から、手近なゴミ処

理まで環境に関する未解決な問題を数多く抱

えている。

日本の農業は、科学技術の応用によってこ

うした課題を解決していかなければならな

い。社会は、このような問題の解決を強く要

望している 「友の会」が、このような研究。

の推進のための「オアシス」ともなれば望外

の喜びである。

なお、村井敏信氏と児玉進氏に副会長を引

き受けていただいた。併せてここにご紹介申

し上げる。


